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知
事
賞
は
訓
練
生
の
う
ち
、

修
了
試
験
の
学
科
及
び
実

技
の
成
績
が
極
め
て
優
秀

で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、

学
習
態
度
、
性
格
等
の
人

物
性
行
が
方
正
で
あ
る
者

に
贈
ら
れ
、
職
業
訓
練
校

で
は
実
に
15
年
ぶ
り
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

横
道
さ
ん
が
２
年
間
の

訓
練
を
振
り
返
り
「
学
科

の
授
業
で
は
建
築
関
係
の

法
令
や
大
工
以
外
の
職
種

に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
。
実
技
訓
練
で
天

　

最
近
、
不

自
然
な
天
気

が
続
い
て
い

ま
す
。
昔
か

ら
「
西
大
寺

の
裸
祭
り
が

終
わ
れ
ば
備

前
平
野
に
春

が
来
る
」「
暑
さ
寒
さ
も

彼
岸
ま
で
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
最
近
は

少
し
変
わ
っ
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。
３
月
に

夏
日
、
氷
点
下
の
日
と

季
節
を
無
視
し
た
日
々

が
続
き
、
体
が
つ
い
て

い
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
も

温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ

う
か
。

　

先
日
、
家
の
中
が
暑

い
の
で
扇
風
機
を
出
す

よ
う
妻
に
頼
む
と
「
邪

魔
に
な
る
か
ら
出
さ
な

い
」
と
返
事
。
う
ち
わ

で
扇
ぐ
と
す
ぐ
に
腕
が

疲
れ
て
し
ま
い
、
今
度

は
網
戸
に
し
よ
う
と
す

る
と
網
が
破
れ
て
い
て

虫
が
入
っ
て
く
る
始
末
。

日
中
は
、
仕
事
で
家
に

い
な
い
の
で
気
が
つ
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

さ
て
、
新
年
度
が
始

ま
り
２
か
月
。
我
が
家

で
は
子
ど
も
た
ち
も
独

立
し
て
家
を
出
て
「
二

人
の
新
婚
生
活
が
始
ま

っ
た
ね
」
と
夫
婦
で
笑

い
合
い
ま
し
た
。
い
つ

の
間
に
か
40
年
の
月
日

が
経
っ
て
い
ま
し
た
。

今
は
か
わ
い
い
孫
に
会

う
の
が
楽
し
み
で
す
。

毎
回
、
何
を
し
て
驚
か

し
て
や
ろ
う
か
と
模
索

し
て
い
ま
す
。
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９
人
が
学
び
舎
巣
立
つ

横
道
さ
ん（
倉
敷
）に
知
事
賞
授
与

　
【
技
術
対
策
部
】倉
敷
共
同
高
等
職
業
訓
練
校
の

卒
入
校
式
が
３
月
29
日
に
行
わ
れ
、
２
年
生
が
学

び
舎
を
後
に
し
ま
し
た
。
訓
練
校
関
係
者
一
同
が

卒
業
生
の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
改

め
て
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
卒
業
生

は
森
田
夢
子
さ
ん
（
岡

山
）、
光
本
直
起
さ
ん
（
岡

山
）、
横
道
蘭
登
さ
ん
（
倉

敷
）、
杉
田
悠
哉
さ
ん
（
倉

敷
）、
中
井
光
希
さ
ん
（
倉

敷
）、
丸
川
亮
さ
ん
（
組
合

外
）、
川
合
稜
太
さ
ん
（
組

合
外
）、
小
川
侑
夏
さ
ん

（
組
合
外
）、
桜
井
貴
都
さ

https://www.okayamakenro.or.jp/

ん
（
組
合
外
）
の
９
人
で

す
。前
原
校
長
か
ら
は「
今

後
は
夢
や
目
標
に
向
か
っ

て
絶
え
ず
努
力
を
続
け
、

一
度
し
か
な
い
人
生
を
素

晴
ら
し
い
も
の
に
し
て
く

だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の
言

葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
生
表
彰
で
は
、
横

道
さ
ん
に
知
事
賞
が
授
与
。

　
【
住
宅
対
策
部
】３
月
号

で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
と
お
り
、
４
月
か
ら
改

正
建
築
基
準
法
・
建
築
物

省
エ
ネ
法
が
全
面
施
行
さ

れ
、
４
号
建
築
物
区
分
の

動画で法改正確認
個別事案の相談窓口も開設

板
の
ほ
ぞ
穴
が
割
れ
る
こ

と
な
く
ほ
ぞ
を
収
め
る
方

法
を
教
え
て
い
た
だ
い
た

の
で
、
修
了
試
験
で
は
今

ま
で
で
一
番
の
作
品
を
作

る
こ
と
が
で
き
た
。
知
事

賞
を
励
み
に
訓
練
校
で
学

ん
だ
こ
と
を
仕
事
に
活
か

し
て
い
き
た
い
」
と
感
想

を
述
べ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
倉
敷
校

で
は
新
た
に
６
人
の
訓
練

生
を
迎
え
入
れ
、
在
校
生

３
人
と
共
に
技
術
・
知
識

の
習
得
に
励
ん
で
い
ま
す
。

訓練校で得た技と思い出は宝物

ただいま

春の組織拡大月間中
3月末の組織人員
11,321人

（前月比 31人減）

公示
第72回定期大会開催

　組合規約第８条により下記日程で第72回定期大
会を開催します。

記
　　　日　時：令和７年５月29日（木）
　　　　　　　午前10時より
　　　場　所：�おかやま未来ホール�

岡山市北区下石井1-2-1
　　　　　　　（イオンモール岡山５階）

見
直
し
や
省
エ
ネ
基
準
適

合
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
各
種
関
係
機
関
が
法

改
正
に
つ
い
て
解
説
す
る

説
明
資
料
や
動
画
を
公
開

し
て
お
り
、
一
部
を
掲
載

し
ま
す
の
で
活
用
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
が

「
建
築
士
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
、
岡
山

県
で
は
岡
山
県
建
築
住
宅

セ
ン
タ
ー
㈱
内
に
相
談
窓

口
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

改
正
内
容
に
係
る
資
料
や

解
説
動
画
を
確
認
し
て
も

な
お
、
具
体
的
な
添
付
書

類
や
記
載
内
容
に
つ
い
て

不
明
点
が
あ
る
場
合
に
は
、

建
築
士
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト

員
が
無
料
で
個
別
相
談
に

対
応
し
ま
す
。
相
談
は
事

前
予
約
制
で
、
Ｈ
Ｐ
か
ら

申
込
書
の
記
入
及
び
サ
ポ

ー
ト
予
約
フ
ォ
ー
ム
に
て

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳

細
は
Ｈ
Ｐ
に
て
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

建築物省エネ法のページ

改正建築物省エネ法・建築基準法等
に関する解説資料とQ＆A

【動画】
改正建築物省エネ法オンライン講座

【動画】
４号特例の縮小に対応できる構造計
画オンデマンド講座
～木造壁量規定等の改正内容をわか
りやすく～
岡山県建築士サポートセンターのご
案内（岡山県建築住宅センター㈱内）
TEL：086-243-3266

職業訓練校
卒入校式
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不安だった資格勉強
仲間と共に達成した合格

　
【
青
年
部
　
黒
田
健

太（
27
歳
・
児
島
）】
青

年
部
に
加
入
し
て
３
年

の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
上
司
に
誘

わ
れ
て
何
気
な
く
参
加

し
た
こ
と
で
、
最
初
は

知
ら
な
い
人
ば
か
り
で

戸
惑
う
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
し
た
が
、
行
事
に

は
な
る
べ
く
顔
を
出
す

よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

本
部
や
支
部
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
で
普
段
の
仕
事
で
は

関
わ
ら
な
い
人
た
ち
と
交

流
で
き
る
の
は
新
鮮
で
、

少
し
ず
つ
青
年
部
の
雰
囲

気
に
も
慣
れ
て
い
き
ま
し

た
。

　

青
年
部
の
活
動
を
通
じ

て
特
に
良
か
っ
た
と
思
う

こ
と
は
資
格
の
勉
強
を
他

の
青
年
部
員
と
一
緒
に
取

り
組
み
、
無
事
に
合
格
で

き
た
こ
と
で
す
。
一
人
で

は
不
安
だ
っ
た
勉
強
も
、

仲
間
と
一
緒
だ
っ
た
か
ら

こ
そ
最
後
ま
で
や
り
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
無
理
な
く
、

楽
し
み
な
が
ら
青
年
部
の

活
動
を
し
て
い
き
た
い
で

す
。

役
員
と
組
織
拡
大
学
ぶ

優
先
課
題
は
対
面
行
動
の
展
開

マイナ保険証

電子証明書の更新
余裕を持って早めの手続きへ

　
【
青
年
部
】
３
月
16
日
、

岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
（
岡
山
市
北
区
）

に
て
青
年
部
交
流
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
元
々
、

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
電
子

証
明
書
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
利
用
者
証
明
用
電
子

証
明
書
は
「
あ
な
た
で
あ

る
こ
と
」
を
証
明
す
る
た

め
に
あ
り
、
健
康
保
険
証

利
用
時
や
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
、
コ
ン
ビ
ニ
の
住
民

票
等
交
付
サ
ー
ビ
ス
に
使

用
し
て
い
ま
す
。

　

電
子
証
明
書
に
は
有
効

建
労
岡
山
の
青
年
部
員
同

士
に
よ
る
繋
が
り
の
構
築

と
交
流
を
目
指
し
た
行
事

で
し
た
が
、
今
回
は
内
容

を
変
更
。
青
年
部
員
含
め

組
合
組
織
人
数
の
減

少
が
続
く
厳
し
い
状

況
に
対
し
、
役
員
を

は
じ
め
と
す
る
先
輩

組
合
員
と
と
も
に
組

合
活
動
の
柱
で
あ
る

組
織
拡
大
運
動
に
つ

い
て
学
び
意
見
交
換

を
通
じ
て
連
携
を
深

め
る
こ
と
を
目
標
と

し
ま
し
た
。
当
日
会

場
に
は
青
年
部
の
ほ

か
基
本
組
織
役
員
や
青
年

部
Ｏ
Ｂ
な
ど
計
56
人
が
結

集
し
、
自
己
紹
介
の
後
、

全
建
総
連
竹
谷
組
織
部
長

に
よ
る
「
繋
が
り
の
始
ま

り
へ
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
竹
谷
部

長
は
、
組
織
拡
大
・
強
化

の
基
本
と
し
て
仲
間
の
紹

介
や
加
入
呼
び
か
け
で
は

な
く
対
面
行
動
の
展
開
が

優
先
課
題
で
あ
る
こ
と
を

説
明
。
ま
た
青
年
部
こ
そ

が
組
合
の
存
続
に
大
き
く

関
わ
る
こ
と
、
組
合
の
財

産
と
し
て
書
記
局
も
運
動

の
前
進
に
不
可
欠
で
あ
る

「動力巻上げ機特別教育」
講習実施のお知らせ

【実施日時】�令和７年６月１日㈰
午前９時～午後５時�
（受付開始８時30分）

【実施場所】岡山県建設労働組合本部
【受講資格】�組合員または、事業主が組合員で

あること（18歳以上）
【受 講 料】（テキスト代含む）

組合員　　　　　3,600円
事業主が組合員　4,600円

【定　　員】40人（定員になり次第締め切り）
【申込締切日】令和７年５月16日(金)
　※申込み、問い合わせは所属支部まで。

意
見
交
流
で
盛
り
上
が
る

こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

講
演
会
後
は
参
加
者
で

分
散
会
に
取
り
組
み

「
今
か
ら
で
き
る
拡
大

行
動
」に
つ
い
て
議
論
。

　

夜
は
別
会
場
に
て
夕

食
懇
親
会
を
開
き
、
料

理
と
お
酒
を
交
え
な
が

ら
青
年
部
と
役
員
た
ち

が
意
見
交
流
を
図
り
、

実
り
あ
る
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

　
【
賃
金
対
策
部
】組
合
員

の
賃
金
、
休
日
な
ど
の
実

態
を
調
査
し
、
今
後
の
組

合
運
動
に
活
か
す
た
め

「
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を

令
和
７
年
度
も
実
施
し
ま

す
。

　

昨
年
度
同
様
に
営
業
職
、

事
務
職
を
除
い
た
全
職
種

に
向
け
て
25
歳
か
ら
65
歳

ま
で
の
組
合
員
２
，
０
０

０
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

調
査
内
容
は
事
業
形
態

に
よ
っ
て
変
わ
り
、
職
人

や
一
人
親
方
の
方
に
は
４

月
の
受
取
賃
金
や
昇
給
・

降
給
の
状
況
、
土
曜
日
の

休
日
有
無
、
希
望
年
収
等

の
調
査
、
事
業
主
の
方
に

は
支
払
賃
金
や
建
退
共
の

加
入
状
況
に
つ
い
て
の
調

査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

全
対
象
者
に
向
け
て
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
認
知

竹谷組織部長の講演を聴く参加者

青年部交流集会

処
遇
改
善
要
求
に
活
用

賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
を

期
限
が
あ
り
、
発
行
日
か

ら
５
回
目
の
誕
生
日
ま
で

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

自
体
の
有
効
期
限
は
10
回

目
の
誕
生
日
ま
で
）で
す
。

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
券
面
に
記
載
さ
れ
て
お

り
、
記
載
が
な
い
場
合
は

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
確

認
が
で
き
ま
す
。

　

有
効
期
限
の
２
～
３

カ
月
前
を
目
途
に
有
効

期
限
通
知
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。
通
知
が
来
て

い
な
く
て
も
有
効
期
限

の
３
か
月
前
か
ら
更
新

が
で
き
ま
す
の
で
、
余

裕
を
持
っ
て
市
区
町
村

窓
口
で
更
新
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

有
効
期
限
が
切
れ
て
も

窓
口
で
再
発
行
が
可
能

で
す
。

　

有
効
期
限
が
近
づ
く

と
病
院
等
に
設
置
し
て

あ
る
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

に
有
効
期
限
の
ア
ラ
ー

ト
が
表
示
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
気
づ
い

た
時
に
早
め
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

度
や
登
録
状
況
に
つ
い
て

の
質
問
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
建

労
岡
山
で
集
計
後
、
全
建

総
連
へ
提
出
し
ま
す
。
最

終
的
に
全
国
の
仲
間
の
賃

金
デ
ー
タ
と
し
て
再
集
計

さ
れ
、
政
府
や
各
団
体
に

対
し
て
建
設
技
能
者
の
処

遇
改
善
要
求
を
行
う
際
の

重
要
な
デ
ー
タ
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
が
届

い
た
方
は
ぜ
ひ
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
税
金
な
ら
び
に

組
合
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い

て
は
令
和
７
年
度
の
実
施

は
あ
り
ま
せ
ん
。

電子証明書が切れると医療機関の
利用ができなくなります！

有効期限 マイナ保険証の利用

３か月前
マイナ保険証で受診可能

市区町村の窓口で更新手続
きをしてください。

期限切れ
翌日

マイナ保険証で受診可能

有効期限が切れても３か月
は受診できます。
※�ただし保険資格情報の提
供のみ。診療情報・薬剤
情報の提供はできません。

３か月後
マイナ保険証の利用不可

市区町村の窓口で再発行手
続きをしてください。

※�電子証明書の更新と再発行はオンライ
ンではできません。

青年技能競技大会参加者募集
【課　　題】�四方転び踏み台（競技時間６時間）
【対　　象】満36歳以下
【開催場所】�建労岡山支部�

岡山市北区東古松1-14-1
【開催日時】予備講習

⑴原寸図の書き方
５月18日㈰　13時30分～

⑵加工・組み立て
６月８日㈰　９時～
７月６日㈰　9時～

県大会
　７月27日㈰　９時～

【締　　切】予備参加の場合　５月12日㈪
県大会のみ出場の場合　６月13日㈮

※県大会出場者には手当10,000円を支給。
　�選考の上、成績優秀者には９月13日㈯～９月15
日㈪・㈷の全国大会へ派遣する。
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【
賃
金
対
策
部
・
技
術

対
策
部
】
建
設
職
人
の
処

遇
改
善
を
目
的
と
し
て
本

格
稼
働
し
て
い
る
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
で
す
が
、

令
和
７
年
２
月
末
ま
で
に

技
能
者
登
録
数
が
１
６
１

万
人
を
突
破
し
、
活
用
の

幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
能

力
評
価
（
レ
ベ
ル
判
定
）

を
受
け
る
た
め
に
は
Ｃ
Ｃ

Ｕ
Ｓ
に
登
録
し
、
カ
ー
ド

の
発
行
を
受
け
た
後
に
改

め
て
各
能
力
評
価
実
施
団

体
に
対
し
能
力
評
価
の
申

請
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

し
た
が
、
令
和
７
年
３
月

以
降
手
続
き
が
一
体
化
さ

れ
、
新
規
に
技
能
者
登
録

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】建

設
国
保
は
、
保
険
料
と
国

か
ら
の
補
助
金
で
運
営
さ

れ
て
お
り
、
歳
入
の
約
４

割
が
国
か
ら
の
補
助
金
に

頼
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
予
算
は
高

額
療
養
費
制
度
見
直
し
等

を
巡
っ
て
国
会
審
議
が
難

航
す
る
中
、
国
保
組
合
の

現
行
補
助
水
準
確
保
の
見

通
し
を
築
く
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
厚
労
省
・
財
務

　建労岡山保険センター㈱

45年の歴史に幕
自動車・医療は専業代理店へ

活
用
広
が
る
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

能
力
評
価
と
の
一
体
化
へ

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】建

労
岡
山
で
は
、
社
会
保
障

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
建

労
岡
山
保
険
セ
ン
タ
ー
㈱

に
て
損
害
保
険
代
理
店
業

務
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
観
点
か
ら
令
和
７
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
損
害
保

険
代
理
店
の
業
務
は
廃
止

し
、
建
労
岡
山
保
険
セ
ン

タ
ー
㈱
は
解
散
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

前
身
で
あ
る
岡
山
県
ホ

ー
ム
ロ
ー
ン
㈱
は
昭
和
55

年
４
月
に
組
合
員
の
仕
事

確
保
運
動
を
推
進
す
る
た

め
、
組
合
員
が
利
用
し
や

す
い
有
利
な
住
宅
提
携
ロ

ー
ン
会
社
と
し
て
設
立
さ

れ
、
平
成
24
年
に
建
労
岡

山
保
険
セ
ン
タ
ー
㈱
へ
商

号
変
更
を
行
い
ま
し
た
。

設
立
か
ら
合
わ
せ
て
45
年

に
渡
り
住
宅
融
資
や
オ
ー

ト
ロ
ー
ン
の
利
用
推
進
や

建
設
資
材
の
販
売
活
動
、

ま
た
近
年
で
は
自
動
車
共

済
、
団
体
医
療
保
険
、
団

体
交
通
傷
害
保
険
、
物
品

販
売
な
ど
を
取
り
扱
っ
て

き
ま
し
た
。

　

保
険
代
理
店
と
し
て
の

業
務
は
今
後
行
い
ま
せ
ん

CCUSホームページ

　

３
月
も
１
日
の
総
社
支

部
を
皮
切
り
に
、
各
支
部

で
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

３
月
９
日
は
赤
磐
支
部
、

久
米
支
部
、
小
田
支
部
が

そ
れ
ぞ
れ
同
日
開
催
し
ま

し
た
。

　

毎
年
組
織
人
員
が
着
実

に
実
増
し
て
い
る
赤
磐
支

部
で
は
本
年
度
も
引
き
続

き
組
織
拡
大
に
力
を
入
れ

て
い
く
こ
と
を
確
認
。
小

田
支
部
で
は
奉
仕
活
動
に

つ
い
て
、
昨
年
度
の
反
省

を
踏
ま
え
よ
り
多
く
の
仲

間
が
集
ま
る
よ
う
実
施
時

期
を
見
直
し
て
地
域
貢
献

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
提
案

し
ま
し
た
。

　

同
15
日
に
は
井
原
支
部
、

同
16
日
に
は
英
田
支
部
と

岡
山
支
部
が
開
催
。
こ
の

う
ち
岡
山
支
部
で
は
各
担

当
部
の
方
針
に
加
え
、
新

加
入
者
を
紹
介
し
た
仲
間

に
支
給
す
る
報
奨
金
制
度

の
継
続
と
、
経
年
劣
化
に

伴
う
支
部
会
館
改
修
工
事

の
予
算
確
保
に
向
け
た
支

部
費
増
額
を
特
別
提
出
議

案
と
し
て
提
案
し
ま
し
た
。

　

同
23
日
に
は
都
窪
支
部
、

同
30
日
に
は
笠
岡
支
部
が

開
催
し
ま
し
た
。
都
窪
支

部
で
は
新
た
な
顔
ぶ
れ
の

も
と
「
組
合
員
は
役
割
と

ル
ー
ル
に
従
っ
て
行
動
を

す
る
」
を
目
標
に
組
織
拡

大
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

仲間と団結誓う（都窪）

を
申
請
す
る
際
に
能
力
評

価
申
請
を
同
時
に
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

現
在
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
建
設
業
界
の
基
本
形
態

と
な
り
つ
つ
あ
り
、
従
来

の
施
工
体
制
台
帳
の
作
成

等
へ
の
活
用
に
加
え
、
建

退
共
の
電
子
申
請
の
利
便

性
向
上
（
秋
ご
ろ
予
定
）

や
、
レ
ベ
ル
判
定
を
活
用

し
て
昇
給
を
行
っ
た
事
業

主
に
対
し
、
一
事
業
年
度

ご
と
に
最
大
１
６
０
万
円

の
助
成
金
を
支
給
す
る
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
の
登
録
と
共

に
、
能
力
評
価
を
上
手
に

活
用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

仲間の団結を確認
全支部で定期大会終了

と
な
ど
を
確
認
。

　

い
ず
れ
の
支
部
も
提
出

議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
、

全
支
部
で
定
期
大
会
は
無

事
終
了
し
、
組
合
員
が
一

致
団
結
し
て
令
和
７
年
度

の
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。

が
、
自
動
車
共
済
は
合
同

会
社
Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

（
０
８
６
－
２
３
２
－
０

０
６
６
）
へ
、
団
体
医
療

保
険
に
つ
い
て
は
代
理
店

（
代
理
所
）
の
株
式
会
社

ｅ
・
Ｋ
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
へ
（
０
８
６
－
２
３
７

－
８
５
８
８
）
業
務
を
委

託
し
、
建
労
岡
山
と
し
て

取
扱
い
に
つ
い
て
は
継
続

し
て
い
き
ま
す
。

　

長
き
に
わ
た
り
建
労
岡

山
保
険
セ
ン
タ
ー
㈱
の
営

業
へ
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

組織拡大に注力（赤磐）

財
源
確
保
に
協
力
を

建
設
国
保
維
持
の
た
め
に

建
設
国
保
維
持
の
た
め
に

省
へ
向
け
た
夏
秋
合
わ

せ
て
２
４
５
万
５
，
６

１
７
枚
も
の
ハ
ガ
キ
要

請
行
動
が
大
き
な
力
と

な
り
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
の
国
保

組
合
の
予
算
確
保
に
お

い
て
も
、
政
府
の
社
会

保
障
費
を
削
減
す
る
方

向
性
は
変
わ
ら
ず
、
子

育
て
対
策
の
社
会
保
障

費
削
減
に
よ
る
財
源
の

捻
出
、
今
回
見
直
し
凍

結
と
な
っ
た
高
額
療
養

費
制
度
も
今
年
秋
ま
で

に
再
度
方
針
を
検
討
し

決
定
す
る
と
し
て
お
り
、

ハ
ガ
キ
要
請
行
動
が
重

要
で
す
。
皆
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

私
は
岡
山
県
で
〇
〇
工
を
し
て
い
ま
す
。

建
設
国
保
は
命
と
健
康
を
守
る
大
切
な

制
度
で
す
。

私
た
ち
の
建
設
国
保
へ
の
補
助
金
は
、
現

行
水
準
を
確
保
、
拡
充
し
て
く
だ
さ
い
。

【ハガキ裏面の文例】

自分の住所・氏名と裏面の文面は、必ず、手
書きで書いてください。

ハガキの回収等は所属支部へご確認ください。

家族の方は、私
の夫・私の父
等と書いてく
ださい。

○○工は、
組合員本人の
建設業の職種
を書いてくだ
さい。
例：
大工・配管工・
塗 装 工・配 電
工・左官・内装
工など

今
回
よ
り
補
助
金
の
現
行
水
準
確
保
だ
け
で
な
く
、
更

な
る
拡
充
を
求
め
る
た
め
、
文
例
を
変
更
し
て
い
ま
す
。

ハ
ガ
キ
要
請
行
動

木造建築物の組立て等作業主任者
技能講習のお知らせ

【実 施 日】１日目：令和７年７月５日（土）
２日目：令和７年７月６日（日）
※２日間の受講が必要です。

【時　　間】午前９時～午後５時
【実施場所】岡山県建設労働組合本部会館
【定　　員】40人（定員になり次第締め切り）
【受 講 料】11,000円（テキスト代含む）
【受講資格】実務経験が３年以上かつ21歳以上の者
【締　　切】令和７年６月20日（金）
　※詳細は所属支部まで問い合わせてください。

建設国保より
お知らせ

在職老齢年金の支給
停止調整額が引き上
げられます。
従来　50万円

　
　

51万円
※�詳細については日本年
金機構ホームページ等
で確認できます。



岡山県建設労働組合機関紙 第 844 号　　　　（4）2025年（令和７年）５月１日

合
間
に
練
習
に
励
み
、

世
界
選
手
権
２
位
の
戦

績
を
持
つ
チ
ー
ム
に
勝

っ
た
こ
と
も
。

　

組
合
で
は
青
年
部
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に

て
活
躍
し
、
新
見
支
部

は
過
去
に
玉
島
支
部
等

の
強
豪
と
し
の
ぎ
を
削

り
、
何
度
も
入
賞
へ
導

い
て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
続
け
る
理
由

は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
年
齢
を
重
ね
て
も

楽
し
め
る
と
こ
ろ
。
仕

事
も
忙
し
く
、
家
族
も

増
え
て
一
時
期
は
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
か
ら
離
れ
て

い
ま
し
た
。
再
開
し
た

今
は
昔
ほ
ど
練
習
に
時

間
は
避
け
な
い
と
言
い

ま
す
が
、
一
昨
年
に
自

宅
へ
ホ
ー
ム
ジ
ム
セ
ッ

ト
を
設
置
済
み
で
鍛
錬

に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
現
在
１
歳
に
な
る

下
の
子
が
大
き
く
な
っ

た
時
に
一
緒
に
走

っ
て
張
り
合
え
る

く
ら
い
で
あ
り
た

い
。
健
康
の
た
め

に
も
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
は
頑
張
っ
て
続

け
ま
す
」
と
話
す

山
田
さ
ん
。
仕
事

と
う
ま
く
調
整
し

な
が
ら
、
次
の
試

合
出
場
に
向
け
て

練
習
に
打
ち
込
ん

で
い
ま
す
。

し
た
。

　

い
ざ
始
ま
る
と
や
は
り

大
変
で
土
日
の
休
み
は
ほ

と
ん
ど
野
球
。
疲
れ
て
帰

っ
て
も
泥
だ
ら
け
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
手
洗
い
し
な

い
と
い
け
な
い
の
で
す
。

た
だ
、
そ
れ
以
上
に
息
子

が
成
長
し
て
い
る
姿
が
見

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
校
の

子
ど
も
達
が
集
ま
っ
て
い

る
チ
ー
ム
な
の
で
、
た
く

さ
ん
の
友
達
も
で
き
、
私

も
子
ど
も
が
野
球
を
し
て

い
る
こ
と
で
知
り
合
え
た

319

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

いつか我が子と走りたい

ソフトボールで生涯現役
新見支部 山田修久さん（大工・43歳）

　

新
見
市
が
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
ま
ち
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
て
い
る
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
。
市
全
体
で

競
技
レ
ベ
ル
と
大
会
運
営

技
術
向
上
に
取
り
組
み
、

子
ど
も
か
ら
社
会
人
ま
で

多
く
の
市
民
が
さ
ま
ざ
ま

な
大
会
に
出
場
し
て
い
ま

す
。
昨
年
、
東
京
で
開
催

さ
れ
た
全
国
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
は
「
新
見

城
山
壮
年
ク
ラ
ブ
」
が
優

勝
。
こ
の
時
決
勝
の
先
発

投
手
で
優
勝
に
貢
献
し
た

の
が
山
田
さ
ん
で
す
。

　

高
校
時
代
に
は
国
体
選

手
に
も
選
ば
れ
、
社
会
人

と
な
っ
て
か
ら
も
仕
事
の

和気支部
岸本　澪

　

私
に
は
子
ど
も
が
３
人

い
ま
す
。
11
歳
、
７
歳
、

２
歳
と
３
人
と
も
男
の
子

で
、
毎
日
が
元
気
い
っ
ぱ

い
で
賑
や
か
な
家
族
で
す
。

長
男
が
１
年
生
の
時
に
知

り
合
い
の
方
か
ら
野
球
を

誘
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
野

球
と
言
っ
た
ら
す
ご
く
大

変
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、

最
初
は
反
対
で
し
た
が
、

長
男
が
体
験
に
行
っ
た
際

に
「
す
ご
く
楽
し
い
」
と

嬉
し
そ
う
に
し
て
い
て
入

団
さ
せ
る
こ
と
に
決
め
ま

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
方

と
毎
週
会
う
こ
と
が
楽
し

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
試

合
の
時
に
は
自
分
の
子
ど

も
が
と
て
も
輝
い
て

見
え
、
感
動
を
く
れ

ま
す
。
今
で
は
野
球

を
さ
せ
て
よ
か
っ
た

と
心
か
ら
思
い
ま
す
。

　

次
男
も
野
球
を
始

め
、
現
在
２
歳
の
三

男
も
き
っ
と
野
球
を

す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
先
も
野
球
と
の

付
き
合
い
が
長
い
と

我が子の背中に成長感じる

思
い
ま
す
が
、
親
子
共

に
楽
し
み
な
が
ら
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

全国トップに輝いた仲間たち（山田さんは前列一番右）

令和７年度集団健診（６月分）
　６月実施の集団健診をお知らせします。（完全予約制）
　所属支部の集団健診の案内で詳細を確認し、申し込みをお願いします。
　来場の際は、健診機関より届いた受診票に記載の受付時間を厳守ください。会場で
はマスクの着用や手指の消毒に協力いただき、体調不良時は受診を控えてください。
　また今後、地域の実情に合わせた対策をとらせていただく場合があります。ご理
解、ご協力のほどよろしくお願いします。
　日帰り人間ドック・レディース健診またはお近くの医療機関で受診できる特定健
診等を受診希望の方は、所属支部へ相談、申し込みをしてください。
　健診は自分の身体を知るチャンスです。年に１回は必ず受診しましょう。

支　部 健診日 健診会場
御　津 ６月２日㈪ 金川地区コミュニティハウス
苫田西 ６月６日㈮ 鏡野町中央公民館
児島郡 ６月７日㈯ 岡山市サウスヴィレッジ
都　窪 ６月８日㈰ 岡山市サウスヴィレッジ

岡　山
６月９日㈪

岡山市サウスヴィレッジ６月18日㈬
６月19日㈭

倉　敷

６月９日㈪
水島勤労福祉センター

６月10日㈫
６月19日㈭

倉敷運動公園ウエイトリフティング場
６月20日㈮
６月24日㈫
６月25日㈬

玉　島
６月11日㈬

玉島支部会館６月12日㈭
６月13日㈮

英　田 ６月12日㈭ 作東海洋センター
津　山 ６月17日㈫ 津山文化センター
井　原 ６月21日㈯ 井原支部会館
児　島 ６月28日㈯ 児島産業振興センター
西大寺 ６月14日㈯ 長船町公民館

　※�西大寺支部は７月、津山・児島支部は９月も健診を予定しています。
　※�英田・苫田西支部は当日申し込み、受診です。
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入院時食事療養費の標準負担額が改定されます
　入院したときの食事代は、診療にかかる医療費とは別に１食あたり定額（標準負担額）を自己負担いただき、残り
は建設国保が負担します。令和７年４月診療分より、国の健康保険法等の規定に基づき入院時食費療養費の標準負担
額が下表のとおり変更されます。

区　分 入院日数
標準負担額（１食）

令和７年
３月31日まで

令和７年
４月１日から

課　税
現役並み所得者・一般

入院日数にかかわらず
490円 510円

現役並み所得者・一般
(指定難病患者など) 280円 300円

非課税 非課税オ・低所得Ⅱ
過去１年間の入院期間が90日目まで 230円 240円

過去１年間の入院日数が90日以降[長期該当]
※限度額認定証の発行が必要になります。 180円 190円

低所得Ⅰ 入院日数にかかわらず 110円 110円
※�住民税非課税世帯の方で、入院日数が90日を超えた方は「長期該当」の申請をしないと190円の減額の適用は受けられませ
ん。所属支部へ申請してください。

※入院時の食事代は高額療養費の支給対象にはなりません。


